
14広報せたな

生・涯・学・習 ・だ・よ・り

　
二
〇
〇
八
年
が
明
け
て
一
ヶ
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の

異
常
な
少
雪
暖
冬
に
続
き
、
今
冬
も

同
傾
向
の
よ
う
で
灯
油
高
か
ら
歓
迎

も
さ
れ
る
の
で
す
が
、
あ
る
程
度
冬

は
雪
が
な
い
と
不
都
合
な
面
も
多
々

あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
地
球
温
暖

化
が
危
惧
さ
れ
、
全
世
界
的
な
防
止

対
策
が
緊
喫
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
、
世
界
の
科
学
者
た
ち
に

よ
る
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」
の
報
告
書
は

「
温
暖
化
の
原
因
が
人
間
活
動
で
あ
る

可
能
性
は
　
％
以
上
。
今
後
も
温
暖

９０

化
は
進
む
が
、
対
策
を
強
化
す
れ
ば

深
刻
な
影
響
を
回
避
す
る
こ
と
は
で

き
る
」
と
提
言
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
七
月
開
催
さ
れ
る
「
北
海
道
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
を
主
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
先

進
国
首
脳
を
は
じ
め
と
し
、
各
国
政

府
関
係
者
、
報
道
機
関
、
警
備
関
係
者

等
々
膨
大
な
数
の
人
々
の
来
道
が
予

測
さ
れ
、
道
内
へ
の
経
済
効
果
も
試

算
さ
れ
る
な
ど
、
道
内
外
か
ら
の
期

待
も
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
道

と
し
て
も
サ
ミ
ッ
ト
道
民
会
議
（
会
長

高
橋
は
る
み
知
事
）
を
立
ち
上
げ
、
各

国
首
脳
と
の
交
流
事
業
「
未
来
へ
の

夢
、
世
界
と
の
絆
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
道
内
二
十
市
町
村
が
二
十
六
事
業

を
提
案
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
へ
向
け
本

格
的
に
始
動
し
て
い
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
に
実
効
性
を
持
た

す
た
め
、
十
年
前
に
採
択
さ
れ
た
「
京

都
議
定
書
（
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
）」

の
達
成
が
難
し
い
国
際
状
況
も
あ
り

ま
す
が
、「
温
暖
化
」
を
人
ご
と
と

思
っ
て
い
る
人
は
少
な
く
な
っ
て
お

り
、
世
論
調
査
で
も
九
割
以
上
の
人

が
「
生
活
習
慣
の
改
革
」
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
単
な
る

祭
り
事
に
終
え
る
こ
と
な
く
、
豊
か

な
自
然
と
食
を
売
り
と
す
る
北
海
道

の
未
来
の
た
め
環
境
保
全
、
温
暖
化

防
止
を
全
世
界
に
発
信
し
、
各
人
が

日
常
身
近
に
考
え
、
行
動
す
る
機
会

と
考
え
た
い
。

　
い
よ
い
よ
新
緑
が
映
え
、
野
山
、
海

川
へ
こ
ぞ
っ
て
出
向
く
好
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
一
方
で
、「
五
月
病
」
な

ど
と
言
わ
れ
る
こ
の
時
期
、
精
神
的

病
（
や
ま
い
）
等
か
ら
、
仕
事
や
学
校

に
就
け
ず
、
引
き
こ
も
り
に
な
る
若

者
や
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る
と
い

わ
れ
ま
す
。

　
ス
ト
レ
ス
学
説
を
発
表
し
、
ノ
ー

ベ
ル
医
学
賞
を
受
賞
し
た
カ
ナ
ダ
の

セ
リ
エ
博
士
は
、
自
身
が
ガ
ン
に
か

か
っ
た
時
、
ス
ト
レ
ス
を
克
服
し
た

い
と
種
々
の
自
然
療
法
を
試
み
、
最

後
に
行
き
着
い
た
治
療
法
が
「
西
洋
人

に
は
希
薄
だ
が
、
東
洋
人
独
特
の
偐
感

謝
の
気
持
ち
做
を
持
つ
こ
と
が
心
を
安

寧
し
、
ス
ト
レ
ス
を
と
る
の
に
一
番

大
切
」
と
悟
り
、
毎
日
、
周
囲
の
人
た

ち
や
自
然
、
神
様
、
自
分
の
置
か
れ
て

い
る
環
境
…
等
々
に
感
謝
の
気
持
ち

を
持
っ
て
生
活
し
、
見
事
に
ガ
ン
を

克
服
し
た
と
い
い
ま
す
。

　「
喜
び
」「
感
動
」「
共
感
」「
感
謝
」「
信

仰
心
」
…
等
の
プ
ラ
ス
の
感
情
と
同

様
、「
他
人
の
た
め
に
何
か
を
や
る
と

い
う
奉
仕
」（
利
他
の
精
神
）
は
、
副

交
感
神
経
の
働
き
を
促
し
て
、
精
神

の
安
定
を
も
た
ら
し
、
ス
ト
レ
ス
を

と
り
、
免
疫
細
胞
の
働
き
を
強
め
て
、

病
気
の
予
防
や
改
善
に
役
立
つ
と
言

わ
れ
ま
す
。

　
待
望
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
も
オ
ー

プ
ン
し
、
町
内
外
か
ら
の
利
用
者
で

盛
況
を
呈
し
て
い
ま
す
が
、
花
い
っ

ぱ
い
運
動
や
清
掃
活
動
を
は
じ
め
各

種
団
体
活
動
に
多
く
の
人
々
が
「
前
向

き
」「
プ
ラ
ス
思
考
」
を
も
っ
て
参
画

し
、
自
身
の
心
身
の
健
康
増
進
と
豊

か
で
明
る
く
、
潤
い
の
あ
る
生
活
づ

く
り
、
町
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
も

の
で
す
。
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　３月２１日（金）、大成農漁村総合センターにおいて
「せたな町スポーツ専門講座」が行われました。講
師の札幌トレーニングパーク手音（たね）山本敏美
氏の指導のもと、小中学生・一般を合わせ約３０名で
行われ、気候や環境の変化にスムーズに対応できる
ような室内でのトレーニングや身体ケアに関する
実技を学びました。
　翌２２日（土）には、せたな町民体育館において当
講座と同時開催で「檜山管内体育指導委員等研修
会」が行われ、管内各町の体育指導委員やスポーツ
指導者、一般参加者などを含め２７名で行われまし
た。研修会は、実技講習を中心に、日常の疲労を回
復させるために自宅で簡単にできる「ストレッチ」
や「スポーツマッサージ」を行い心地良い汗を流し
ていました。

せたな町スポーツ専門講座（及び 檜山管内体育指導委員等研修会）

　３月８日（土）、ふるさと体験塾として１９年度最後のプログ
ラムとなる「渡り鳥の観察会」が行われました。参加者は小学
生や一般成人など１０名でありましたが、講師の「道南野鳥の
会：伊勢勝洋さん」の指導を受けながら、冷たい風が吹き抜け
る中、参加者は熱心に双眼鏡を覗き込んでいました。　　
観察は、後志利別川河口付近や太櫓漁港、瀬棚漁港を中心に観
察し、「マガモ」や「ウミアイサ」、「ミコアイサ」など、この
時期にしか見られない渡り鳥を発見することができました。

平成１９年度ふるさと体験塾「渡り鳥の観察会」

　３月２５日（火）、せたな町情
報センターにおいて、「平成
１９年度せたな町教育・文化・
スポーツ奨励賞表彰式」が行
われました。
　この奨励賞は、当町の教
育・文化・スポーツ分野で、
町民の模範となる活動や成績
が優秀な個人や団体に対し贈
られるもので、今年度は４名
の皆さんが受賞されました。

功　　　　績受賞区分所　　属受賞者

●永年、町の文化事業の推進にご尽力され、文化の町づくりに貢献文化せたな町文化協会吉田　英子

●全道中体連スキー大会ＳＬ９位入賞●全道中体連スキー大会ＧＳ１２位入賞
●全国中体連スキー大会ＳＬ・ＧＳ出場スポーツ北檜山中学校３年白倉　悠貴

●第２５回北海道小学生陸上競技大会走り幅跳び２位入賞（記録４ｍ３６）
●第２５回北海道小学生陸上競技大会走り高跳び２位入賞（記録１ｍ３０）スポーツ久遠小学校６年生

（久遠陸上少年団）桝田　成美

●第２５回北海道小学生陸上競技大会走り幅跳び４位入賞（記録４ｍ０９）
●第２５回北海道小学生陸上競技大会ボール投げ５位入賞（記録５０ｍ７４）スポーツ久遠小学校５年生

（久遠陸上少年団）桝田　貴廣

平成１９年度せたな町教育・文化・スポーツ奨励賞表彰式　　




